
①
校　
1

お
知
ら
せ
（
セ
チ
プ
チ
リ
ン
マ
レ
イ
ン
酸
塩
錠
１
㎎
「
サ
ワ
イ
」）
S
１
０
７
D　

1
ペ
ー
ジ

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。― お知らせ文書 № 21-31

2021年 9 月

大阪市淀川区宮原 5丁目 2 -30
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四環系抗うつ剤
劇薬・処方箋医薬品

（セチプチリンマレイン酸塩錠）

使用上の注意改訂のお知らせ

　この度、下記のとおり使用上の注意を自主改訂致しますので、お知らせ申し上げます。
　今後のご使用に際しましては、下記の内容をご参照下さいますようお願い申し上げます。

記

・改訂内容（下線部改訂又は追加箇所）
改　訂　後 改　訂　前

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
モノアミン酸化酵素（MAO）阻害剤（セレギリン
塩酸塩、ラサギリンメシル酸塩、サフィナミドメ
シル酸塩）を投与中の患者（「相互作用」 1）の項参
照）

【使用上の注意】
３．相互作用
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
モノアミン酸化
酵素（MAO）阻
害剤
セレギリン塩
酸塩
（エフピー）
ラサギリンメ
シル酸塩
（アジレク
ト）

サフィナミド
メシル酸塩
（エクフィ
ナ）

発汗、不穏、全身痙
攣、異常高熱、昏睡
等があらわれるおそ
れがある。MAO阻
害剤の投与を受けた
患者にセチプチリン
マレイン酸塩を投与
する場合には、少な
くとも2週間の間隔
をおき、また、セチ
プチリンマレイン酸
塩からMAO阻害剤
に切り替えるとき
は、2～3日間の間隔
をおくことが望まし
い。

三環系抗う
つ 剤 で は、
MAO阻害剤
による抗うつ
剤の代謝阻害
及び抗うつ剤
のモノアミン
取込み阻害作
用によるアド
レナリン受容
体感受性の増
大等によりこ
れらの症状が
発現すると考
えられてい
る。

【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
モノアミン酸化酵素阻害剤を投与中の患者（「相互
作用」 1）の項参照）

【使用上の注意】
３．相互作用
1）併用禁忌（併用しないこと）
薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
モノアミン酸化
酵素（MAO）阻
害剤

発汗、不穏、全身痙
攣、異常高熱、昏睡
等があらわれるおそ
れがある。MAO阻
害剤の投与を受けた
患者にセチプチリン
マレイン酸塩を投与
する場合には、少な
くとも2週間の間隔
をおき、また、セチ
プチリンマレイン酸
塩からMAO阻害剤
に切り替えるとき
は、2～3日間の間隔
をおくことが望まし
い。

三環系抗う
つ 剤 で は、
MAO阻害剤
による抗うつ
剤の代謝阻害
及び抗うつ剤
のモノアミン
取込み阻害作
用によるアド
レナリン受容
体感受性の増
大等によりこ
れらの症状が
発現すると考
えられてい
る。

☆ 改訂後の添付文書につきましては、医薬品医療機器総合機構ホームページ（https：／／www．pmda．go．jp）
および弊社の医療関係者向け情報サイト（https：／／med．sawai．co．jp）に掲載致しますので、併せてご参照下さい。
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